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な
ん
と
、
す
ご
い
本
で
あ
ろ
う
か
。
本
書
を
読
み
終
え
た
最
初
の
感

想
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
書
評
子
自
身
も
、
上
海
の
音
楽

（
と
は
い
っ
て
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
が
中
心
で
は
あ
る
が
）
を
研
究
対
象
と

し
、
資
料
の
発
掘
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
だ
が
、
上
海
の

西
洋
音
楽
に
つ
い
て
複
数
の
大
き
な
鉱
脈
を
掘
り
当
て
、
新
た
な
資
料

に
基
づ
い
て
生
き
生
き
と
描
き
出
す
本
書
に
は
感
嘆
す
る
こ
と
し
き
り

で
あ
っ
た
。

　

本
書
は
、
基
本
的
に
は
二
〇
世
紀
前
半
の
上
海
に
お
け
る
西
洋
音
楽

と
バ
レ
エ
の
歴
史
を
扱
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
だ
が
、
本
書
の
内
容
は

単
な
る
音
楽
の
歴
史
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。
租
界
が
存
在
し
、
様
々
な

民
族
が
居
住
し
行
き
交
っ
た
上
海
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
は
単
一
の

民
族
や
国
家
（
特
に
中
国
）
か
ら
の
視
点
か
ら
し
か
歴
史
が
描
け
な
か
っ

た
。
本
書
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
や
ロ
シ
ア
語
を
含
む
様
々
な
言
語
で
記
さ

多
言
語
資
料
を
駆
使
し
、
上
海
の
音
楽

文
化
史
を
塗
り
替
え
る
好
著

西
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正
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れ
た
資
料
が
駆
使
さ
れ
、
今
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
数
多
く
の
謎
の
解
明

を
含
め
、
上
海
の
音
楽
状
況
が
克
明
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、
各
章
の
内
容
を
具
体
的
に
確
認
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、

第
一
章
「
ラ
イ
シ
ャ
ム
劇
場
―
―
西
洋
と
東
洋
の
万
華
鏡
」
で
は
、
上

海
最
古
の
西
洋
式
劇
場
で
あ
る
ラ
イ
シ
ャ
ム
劇
場
に
焦
点
が
当
て
ら
れ

る
。
時
期
に
よ
っ
て
変
動
は
あ
る
が
、
上
演
演
目
に
は
中
国
語
に
よ
る

京
劇
、
人
形
劇
、
話
劇
、
歌
舞
劇
な
ど
と
オ
ペ
ラ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
、
バ

レ
エ
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
な
ど
が
混
在
し
て
い
た
こ
と
が
複
数
の
言

語
資
料
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
工
部
局
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ラ
イ

シ
ャ
ム
劇
場
で
の
演
奏
活
動
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
第
二
章
へ
の
イ
ン

ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
大
阪
朝
日
会
館
と
の
関
係
に

つ
い
て
の
記
述
は
、
第
四
章
へ
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い

て
、
本
章
は
本
書
全
体
の
概
説
的
な
役
割
を
兼
ね
て
い
る
。

井
口
淳
子
著

亡
命
者
た
ち
の
上
海
楽
壇

租
界
の
音
楽
と
バ
レ
エ

https://www.toho-shoten.co.jp/toho-web/search/detail?id=4276371125&bookType=jp
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第
二
章
「
上
海
楽
壇
―
―
モ
ダ
ニ
ズ
ム
か
ら
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
へ
」

は
、
日
中
戦
争
期
の
上
海
に
お
け
る
西
洋
音
楽
の
演
奏
状
況
が
詳
述
さ

れ
る
。
こ
こ
で
は
、
先
行
研
究
で
は
必
ず
し
も
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
具
体
的
な
演
奏
曲
目
に
注
目
し
、
そ
の
結
果
、
西
洋
音
楽
が

上
海
に
お
い
て
ほ
ぼ
同
時
代
的
に
受
容
・
演
奏
さ
れ
、
特
に
十
二
音
技

法
も
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
資
料
と

し
て
依
拠
さ
れ
て
い
る
の
が
上
海
在
住
の
フ
ラ
ン
ス
人
シ
ャ
ル
ル
・
グ

ロ
ボ
ワ
に
よ
る
音
楽
評
論
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
フ
ラ
ン
ス
語
新
聞
の
記

事
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、こ
の
章
に
収
め
ら
れ
た
「
工

部
局
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
上
海
初
演
曲
お
よ
び
主
要
演
奏
作
品
一
覧
」
も
興

味
深
い
。
特
に
日
本
の
占
領
下
で
は
日
本
人
作
曲
家
に
よ
る
作
品
の
演

奏
が
増
え
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
が
、
第
四
章
で
も
触
れ
ら
れ
る
山
田

耕
筰
の
他
、
当
時
は
「
日
本
人
」
で
あ
っ
た
台
湾
人
作
曲
家
・
江
文
也

の
「
台
湾
舞
曲
」
が
一
九
四
二
年
六
月
演
奏
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
個
人

的
に
は
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

第
三
章
「
上
海
バ
レ
エ
・
リ
ュ
ス
―
―
極
東
で
デ
ィ
ア
ギ
レ
フ
を
追

い
求
め
た
カ
ン
パ
ニ
ー
」
は
、
ラ
イ
シ
ャ
ム
劇
場
を
根
拠
地
と
し
た
バ

レ
エ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
、
上
海
バ
レ
エ
・
リ
ュ
ス
の
系
譜
を
た
ど
る
。
な

か
で
も
、
セ
ル
ゲ
イ
・
デ
ィ
ア
ギ
レ
フ
の
創
設
し
た
バ
レ
エ
・
リ
ュ
ス

と
の
関
係
に
も
注
意
が
払
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
無
関
係
と
さ
れ
る
こ
と

も
多
か
っ
た
両
者
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
に
は
継
承
関
係
が
あ
っ
て
、

デ
ィ
ア
ギ
レ
フ
の
バ
レ
エ
の
再
現
を
上
海
バ
レ
エ
・
リ
ュ
ス
が
目
指
し

て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
ま
た
グ
ロ
ボ

ワ
に
よ
る
評
論
が
活
用
さ
れ
、
上
海
バ
レ
エ
・
リ
ュ
ス
の
状
況
を
詳
細

に
描
き
出
し
て
い
る
。

　

第
四
章
「
巡
業
す
る
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ
ー
ソ
た
ち
―
―
興
行
主
Ａ
・
ス

ト
ロ
ー
ク
の
ア
ジ
ア
・
ツ
ア
ー
」
は
、
西
洋
の
数
多
く
の
音
楽
家
を
日

本
お
よ
び
上
海
に
招
い
た
興
行
界
の
大
物
、
ア
ウ
セ
イ
・
ス
ト
ロ
ー
ク

に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
出
身
の
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
彼
は
、

一
九
一
〇
年
前
後
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
オ
ペ
ラ
に
関
わ
る
。
こ
の
時
期

は
オ
ペ
ラ
の
最
盛
期
で
あ
る
と
同
時
に
、
バ
レ
エ
や
現
代
音
楽
に
と
っ

て
も
革
新
の
時
期
に
当
た
り
、
そ
こ
で
の
経
験
が
彼
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
基
礎
と
な
る
。
彼
が
個
人
的
、
あ
る
い
は
民
族
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

駆
使
し
て
興
行
主
と
し
て
成
功
し
て
い
く
様
は
読
み
物
と
し
て
も
面
白

い
（
著
者
は
ス
ト
ロ
ー
ク
の
生
ま
れ
た
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人
村
ま
で
取
材

に
赴
い
て
い
る
）。
彼
は
、
一
九
一
八
年
よ
り
著
名
演
奏
家
や
ダ
ン
サ
ー

た
ち
の
ア
ジ
ア
・
ツ
ア
ー
を
手
掛
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
収
め
ら

れ
た
表
「
ス
ト
ロ
ー
ク
の
ア
ジ
ア
・
ツ
ア
ー
上
海
公
演
お
よ
び
日
本
公

演
一
覧
」
は
、
英
字
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
フ
ラ
ン
ス
語
新
聞
、
日
本

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
物
な
ど
か
ら
作
成
さ
れ
た
力
作
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

日
本
と
上
海
の
音
楽
興
行
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
語
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た

の
が
、
西
洋
人
音
楽
家
の
ア
ジ
ア
興
行
は
、
日
本
と
上
海
双
方
を
一
つ
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の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
た
ツ
ア
ー
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
の
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

　

第
五
章
「
外
地
と
音
楽
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
―
―
原
善
一
郎
と
上
海
人
脈
」

は
、
そ
の
ス
ト
ロ
ー
ク
の
日
本
に
お
け
る
右
腕
と
し
て
活
躍
し
、
後
に

上
海
工
部
局
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
改
称
し
た
上
海
交
響
楽
団
の
主
事
（
支

配
人
）
を
務
め
た
原
善
一
郎
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
。
原
は
ハ
ル
ビ
ン

で
ロ
シ
ア
語
を
学
び
、
一
九
二
五
年
の
「
日
露
交
歓
交
響
管
弦
楽
演
奏

会
」
を
手
配
し
た
こ
と
か
ら
、
日
本
交
響
楽
団
の
支
配
人
と
な
る
。
個

人
事
務
所
で
ス
ト
ロ
ー
ク
と
の
共
同
事
業
を
手
掛
け
た
後
、
日
中
開
戦

後
は
上
海
に
移
り
、
太
平
洋
戦
争
期
に
な
る
と
上
海
交
響
楽
団
の
主
事

と
な
る
。
上
海
時
代
に
お
い
て
は
、
山
田
耕
筰
の
演
奏
会
を
成
功
さ
せ

た
ほ
か
、
朝
比
奈
隆
と
も
接
点
が
あ
り
、
そ
の
音
楽
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

方
法
は
戦
後
の
日
本
で
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

　

以
上
が
本
書
の
主
な
内
容
で
あ
る
が
、
第
四
章
を
除
く
各
章
の
末
尾

に
付
さ
れ
た
コ
ラ
ム
も
興
味
深
い
。
第
一
章
の
末
尾
で
は
租
界
、
映
画
、

レ
コ
ー
ド
、
ラ
ジ
オ
放
送
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
補
足
が
な
さ
れ
、
第

二
章
の
末
尾
で
は
上
海
工
部
局
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
国
立
音
楽
院
の
紹
介

の
他
、
グ
ロ
ボ
ワ
ら
の
人
物
紹
介
が
あ
る
。
第
三
章
の
末
尾
で
は
上
海

バ
レ
エ
・
リ
ュ
ス
や
そ
の
主
要
人
物
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
る
。
第
五
章

の
末
尾
に
は
朝
比
奈
隆
の
上
海
体
験
を
紹
介
す
る
コ
ラ
ム
が
あ
る
。
こ

れ
ら
は
本
文
の
内
容
を
効
果
的
に
補
足
し
て
い
る
。

　

あ
と
が
き
に
も
あ
る
よ
う
に
、
本
書
は
科
研
費
に
よ
る
共
同
研
究

「
１
９
４
０
年
代
に
お
け
る
上
海
租
界
劇
場
芸
術
の
連
続
性
と
他
地
域

へ
の
展
開
の
諸
相
を
め
ぐ
る
研
究
」（
代
表
・
大
橋
毅
彦
）
で
の
成
果
を

発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
様
々
な
言
語
に
秀
で
た
メ
ン
バ
ー
が
参
加

し
た
共
同
研
究
に
お
け
る
刺
激
が
本
書
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。
本
書
は
、
様
々
な
言
語
の
資
料
を
利
用
す
る
こ
と
で
新
し

い
視
角
や
貴
重
な
資
料
を
手
に
入
れ
、
こ
れ
ま
で
の
上
海
文
化
に
対
す

る
研
究
を
大
き
く
前
進
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
著
者
の
興
味
は
、
上
海
に
お
け
る
西
洋
音
楽
の
歴
史
を
通
時

的
に
再
構
築
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
上
海
の
「
孤
島
」
期
、

日
本
占
領
期
（
淪
陥
期
）
そ
れ
ぞ
れ
の
複
雑
な
文
化
状
況
や
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
工
作
に
つ
い
て
は
記
述
が
薄
い
印
象
を
持
っ
た
（
な
お
、
四
九
頁
で

は
、
一
九
四
三
年
の
租
界
の
汪
政
権
へ
の
返
還
後
を
「
淪
陥
期
」
と
よ
ぶ
と
さ

れ
て
い
る
が
、
通
常
は
太
平
洋
戦
争
勃
発
に
よ
る
日
本
軍
の
租
界
占
領
以
後
を

「
淪
陥
期
」
と
よ
ぶ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
）。
特
に
、
日
本
側
に
よ
る
文

化
工
作
に
つ
い
て
は
、
原
善
一
郎
に
つ
い
て
論
じ
た
第
五
章
で
彼
と
特

務
機
関
と
の
つ
な
が
り
に
触
れ
ら
れ
る
も
の
の
、
彼
の
活
動
の
政
治
的

意
味
に
つ
い
て
は
考
察
が
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

し
、
そ
れ
以
外
の
章
で
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
上
海
バ
レ

エ
・
リ
ュ
ス
と
小
牧
正
英
ら
日
本
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
書
で

も
参
考
文
献
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
星
野
幸
代
『
日
中
戦
争
下
の
モ
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ダ
ン
ダ
ン
ス
―
―
交
錯
す
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
）

が
本
書
の
内
容
を
補
う
資
料
と
な
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て

も
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
。

　

ま
た
細
か
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
誤
記
な
ど
と
思
わ
れ
る
点
を
列
挙

す
る
と
、一
四
頁
の
ル
ビ
「
チ
ン
ホ
ア
ン
ユ
エ
」
は
「
チ
ン
ホ
ア
イ
ユ
エ
」

の
ほ
う
が
近
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
五
〇
頁
の
「
聂
児
」
は
「
聶
耳
」
が

正
し
い
。
一
四
七
頁
で
は
「
聂
耳
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国
の
簡
体

字
を
混
在
さ
せ
ず
に
「
聶
耳
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
同
じ
一
四
七
頁

の
「
周
旋
」
は
正
し
く
は
「
周
璇
」。
二
三
一
頁
の
注
（
七
）
で
も
中

国
の
簡
体
字
と
日
本
の
新
字
体
が
混
在
し
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
こ
れ
ら
は
本
書
の
僅
か
な
瑕
疵
に
過
ぎ
な
い
。
本
書
は

資
料
と
し
て
も
今
後
の
研
究
に
益
す
る
と
こ
ろ
多
く
、
多
言
語
資
料
を

用
い
た
研
究
の
可
能
性
を
切
り
開
い
た
好
著
で
あ
る
。
書
評
子
自
身
も

本
書
に
よ
っ
て
研
究
意
欲
を
喚
起
さ
せ
ら
れ
た
。
上
海
あ
る
い
は
東
ア

ジ
ア
の
様
々
な
芸
術
文
化
を
研
究
す
る
諸
氏
も
き
っ
と
同
様
で
あ
る
こ

と
だ
ろ
う
。

（
に
し
む
ら
・
ま
さ
お　

関
西
学
院
大
学
）




